
種地区は益田市の東部に位置し、浜田市に隣接する中山間地域です。地区では約170年の歴史を持つ種神楽が継承され、昔のまま

の舞を引き継ぐ種神楽保存会の「鍾馗（しょうき）」「恵比須（えびす）」の二題は、益田市の無形民俗文化財に指定されています。

約200本の桜が植樹された「さくら公園」や、約1000株のアジサイが花を咲かせる「烏帽子（えぼし）山あじさい園」、県内有数のホタ

ル群生地など、豊かな自然に恵まれ、その地域資源を活かしたイベントには地区内外から多くの人が訪れています。

また、地区出身者に、地域の魅力や近況を知らせる「種だより」や、地域の農産加工品を「ふるさと便」として発送したり、運動会などの

行事へふるさと選手として参加してもらったりするなど、地区出身者と住民を結ぶ取り組みも進めています。

地域が輪となって支え合い 
地域の魅力と資源を活かした活力あるまちづくり

小さな拠点づくりとは？
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、様々な課題の解決が必要です。
そのために知恵を出し合い、計画をつくって出来ることから
少しずつ取り組んでいくことが「小さな拠点づくり」です。
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これまで以上に住民の声を聞きなが
ら、実情にそった形にしていきたいで
す。そして、いつまでも元気な高齢者
を地域で支えていけるよう、新しい知
恵を出し合って高齢者の生きがいづ
くりを行います。また、住民同士の支
え合いを継続し、発展させていける
よう、若い世代の担い手育成も進め
ていきたいです。

住民の高齢化や人手不足で、行事運
営などが難しくなる中、地域一体と
なって、運営や課題に取り組んでいこ
うと、2018年に自治会を中心とした
団体から構成される「種むらづくり
推進協議会」を設立しました。これま
で個々で活動していた団体同士が１
つの輪になって連携することで、ス
ムーズな情報共有や取組に繋がって
います。

高齢者が交流できる場所として、週
に１回、種公民館でサロンを開設し
ています。サロンでは、ものづくり教
室や講演会を開催。乗り合い自動車
による自宅からサロンまでの送迎も
行っています。また、希望者を乗せ
て、市街地の病院やスーパーを回る
外出支援を定期的に行っています。
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自主防災組織を立ち上げ、住民への
防災教育や防災訓練などを行ってい
ます。特に自主避難が難しい高齢者
の迅速な避難誘導に重点を置き、危
険度が高い場所に住む人から順に
誘導できるよう、役割分担や避難
ルート、移動に要する時間などのシ
ミュレーションを実施しています。
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防災訓練のおかげで、
いざという時への不安
が和らぎました。

これまで以上に住民の声を聞きなが
ら、実情にそった形にしていきたいで
す。そして、いつまでも元気な高齢者
を地域で支えていけるよう、新しい知
恵を出し合って高齢者の生きがいづ
くりを行います。また、住民同士の支
え合いを継続し、発展させていける
よう、若い世代の担い手育成も進め
ていきたいです。

住民の高齢化や人手不足で、行事運
営などが難しくなる中、地域一体と
なって、運営や課題に取り組んでいこ
うと、2018年に自治会を中心とした
団体から構成される「種むらづくり
推進協議会」を設立しました。これま
で個々で活動していた団体同士が１
つの輪になって連携することで、ス
ムーズな情報共有や取組に繋がって
います。

種地区
（種むらづくり推進協議会）

益田市


